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■  技術概要

：無線通信装置

車車間通信装置

ASVASVASVASV((((先進安全自動車先進安全自動車先進安全自動車先進安全自動車）、）、）、）、運転支援運転支援運転支援運転支援システムシステムシステムシステム、、、、車車間事故車車間事故車車間事故車車間事故のののの防止防止防止防止

ASVにおける車車間通信の際の周波数チャネルの変更を適切に行う。

本発明によれば、車車間通信の際の周波数チャネルの変更が適切に行われるの
で、パケット衝突による干渉の発生が抑制され、正常な通信が確保され、結果的に
車車間通信の信頼性が向上する。

交差点に進入しようとしている車両１、車両２、車両１０に搭載された無線通信装置
１、２、１０のそれぞれには、自車両と他車両とが異なる道路を進行していて且つ自
車両と他車両とが同一周波数チャネルを用いて情報を送信している状態にある競
合状態にあるか否かを判断する判断手段と、競合状態にあると判断した際には、用
いている周波数チャネルを変更する手段を備えており、同一周波数チャネルを使用
することによるパケット衝突の発生を抑制している。


